









20,960 人だったのが、10 年に 42,629 人となり、それ
以後、12 年まで連続して 4万人台であった 1。







































































































11 年（1936）の旅客人員数を 100 とした場合、13 年













































たとえば、国鉄では、昭和 14 年（1939）10 月より
急行列車の近距離乗車制限をし、翌 15 年 12 月の規則
改正では、さらにその制限および罰則を強化した 21。












和 18 年 9 月には全面廃止となった 25。
また、1940 年代には、運賃・料金の値上げがたび
たび行われた。





れた 26。この結果、一等 2円 40 銭のところが 3円に、











































































鉄の運賃は 1キロあたり 1銭 5厘 6毛の賃率と、距離
逓減制によって決められていたが、150 キロを分界点
とし、それ以下は 1キロあたり 2銭、それを超えるも
のは 1キロあたり 1銭という賃率となった 36。この改
正により、普通三等を利用した場合の東京・京都間の
運賃は、6円 65 銭から 7円 60 銭に、東京・大阪の運
賃が6円95銭から8円5銭に値上がりした 37。さらに、






























（写真左上）昭和 14 年（1939）5 月号（第 16 巻第 6号）。
（写真右上）昭和 15 年（1940）6 月号（第 17 巻第 6号）。
（写真左下）昭和 17 年（1942）3 月号（第 19 巻第 3号）。







































































昭和 19 年 4 月 1 日、「戦時特別賃率」を設定し、改
正通行税を加えて、約 4割の値上げを行ったのである。
一人 1キロあたり三等 5厘、二等 1銭、一等 1銭 5厘、
定期旅客に対しては、三等 2厘、二等 4厘の特別賃率
を設け、改正通行税を含めて、実際の負担額は、東京・
大阪間の三等 8円 5 銭が 11 円 50 銭に、一等 19 円 10





























ることは困難だったが、昭和 19 年（1944）4 月の大
幅な運賃値上げによる影響は大きかったようだ。

















さらに、年が明けて昭和 20 年 1 月、通行税の改正
とともに 4月 1日から約三割の旅客運賃の値上げを実
施することが決定する。この改正によって、東京・京
都間は、三等が 10 円 50 銭から 14 円 50 銭に、二等
25 円から 45 円 50 銭になり、東京・大阪間は、三等
11 円 50 銭から 15 円 50 銭、二等 27 円から 49 円に大
幅に値上がりすることに決まった 50。












































には寛大であった。昭和 15 年 1 月 1 日から 12 月 31
日まで「（伊勢）神宮・橿原神宮参拝特殊乗車券」
を 53、東京・横浜からの個人参拝者向けには、前年 12




この乗車券は三等のみで、東京から 15 円 50 銭、横浜









ある 57。駅前案内所についても、12 年から 15 年にか
けて利用者が増加。また、伏見桃山両陵参拝者の数を




人員は 15 年まで増加していた（表 1参照）。












































S9 2,200 7 7,646,144 7,590,407 74,412 10,252 221,129
10 2,500 10 8,312,434 8,249,520 794,748 11,162 306,005 84,773
11 2,500 10 8,850,761 8,706,702 824,548 11,135 322,990 123,298
12 N.A. N.A. 9,035,996 9,051,963 N.A. 10,784 278,314 136,234
13 2,500 10 9,931,344 10,044,392 822,830 3,709 265,013 8,884 178,369
14 3,500 15 12,680,354 12,540,155 1,063,017 4,419 303,445 9,514 248,613
15 3,000 20 15,114,781 14,825,052 1,371,142 3,704 462,900 5,542 1,610,258 198,752
16 N.A. N.A. 17,146,733 17,138,084 1,023,243 1,656 341,638 3,954 241,841 145,825
註：①二條観光案内所：昭和 13 年 4 月 25 日開設
　　②市設無料休憩所：昭和 10 年 4 月 10 日開設
　　③橿原神宮駅前総合案内所京都方面取扱人員調は昭和 16 年 10 月まで。
　　④ここでいう「入洛客」と「観光客」の相違点および調査方法は不明（『市制概要』によるもの）。
　　⑤外人宿泊人員は市内三ホテルの宿泊者数。法人宿泊人員は市内三ホテル及び旅館の宿泊者の総計。
































た 67。その結果、昭和 15 年（1940）の団体旅行客数













































































西暦 元号 社会の動き 『旅』および観光の動き
1931 S6 満州事変























・急行 1~3 割増、寝台 1~5 割増。
・鉄道運賃および規則改正（4月）約 28%増。
・東京京都（三等 6.65 円→ 7.60 円）









1944 S19 ・運賃改正（4月 1日）約 4割増。
・「戦時特別賃率」設定。
・東京京都（三等 7.60 円→ 10.50 円）
・東京大阪（三等 8.5 円→ 11.50 円）
1945 S20 ・東京大空襲（3月 10 日）
・罹災者救援疎開列車運行。
・運賃改正（4月 1日）約 3割増。
・東京京都（三等 10.50 円→ 14.50 円）
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